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今年の大型連休は残念ながら天候に恵まれませんでした。名古屋から毎年や

ってくるオートバイ仲間と八幡平界隈を走り回った日は雪がちらつくありさ

まで（その日、八幡平アスピーテラインは閉鎖）、5月の雪には私もびっくりし

ましたが、逆に遠来のオートバイ仲間たちは大喜びでした。思いがけず、いい

プレゼントになりました。 

 連休中、石神の丘美術館で開催中の『近代洋画展』にも町内外から多くの方

にお越しいただきました。日本の近代美術史にその名を残す画家の作品が一堂

に介している本展をご覧になった方々からは、「巨匠の作品がこんなに揃って

いるなんて」という驚きの声や、「これだけの顔ぶれの作品を見られることは

めったにない」といった声をたくさんいただいています。 

 展示作品は公益社団法人糖業協会が長年にわたって蒐集してきたコレクシ

ョンです。美術品は個人や美術館以外にも民間企業が蒐集していて、これを企

業コレクションと呼んでいます。有名なものでは、化粧品メーカーのポーラが

印象派を中心に素晴らしいコレクションを持っていて、箱根のポーラ美術館で

公開されています。 

 糖業協会コレクションを管理していた円鳥洞画廊（東京都有楽町）の社長が

実は盛岡で少年時代を過ごした方で、本展の実現に向けて尽力してくださいま

したが、残念ながら今年初めに逝去されました。この場を借りてご冥福をお祈

りします。 

 糖業協会の前身は、1909（明治 42）年に台湾の製糖業者による業界団体と

して発足した台湾糖業連合会です。台湾に近代的な製糖業をひろめたのが岩手

出身の新渡戸稲造でした。新渡戸は台湾では「台湾砂糖の父」と呼ばれていま

すが、日本ではあまりそのことが知られていないようです。糖業協会のコレク

ションが今あるのも、新渡戸稲造のおかげと言っていいでしょう。円鳥洞画廊

との縁とあわせて、何だか見えない「赤い糸」で結ばれていたような気がして

なりません。 

 近代美術の巨匠の名品に出会える、岩手では数少ない機会です。ぜひ足をお

運びください。 

〇開館時間：９：００～１７：００ 

〇休 館 日：毎週月曜日 

〇観覧料金：一般５００円 

大・高生３００円 

児島善三郎 《虞美人草》 １９３９年                中学生以下無料 

 

西欧化の波を受けてめまぐるしく変化した日本の近代。西洋のリアルな表現に影響を

受けた画家たちは、洋画の道を模索し開花させていきました。 

この展覧会では、公益社団法人糖業協会が所蔵する珠玉の企業コレクションを通じ、

日本近代洋画の先駆者たちの作品を紹介します。 

今日の洋画の礎を築いた明治、大正、昭和初期の画家たちが描く人物や風景、花な

どの作品を通じ、日本人の「美」意識を改めて見つめなおす機会ともなれば幸いです。 



 

  

  

    

    

   

 

 

 

   

  

  

    

 

 

 

 

 

   

 

 

美術館隣接 道の駅 石神の丘／レストラン石神の丘情報 
道の駅 石神の丘 TEL0195-61-1600／レストラン石神の丘  ＴＥＬ0195-61-1602 

66//44((土土))・・55((日日))  

10:00～16:00 

道の駅イベント広場にて開催 

 

 

 

 

 

 

【出展者募集中】 
詳しくは道の駅「石神の丘」へ 

お問い合わせください 

TEL 0195-61-1600 

石神の丘美術館・野外劇場を舞台に開催さ

れる、岩手の大学生による野外音楽フェスティ

バル「カレッジオブロック」。 

今年は 6月 19日（日）に開催が決定しました。 

開催に先立ち、過去 4回の様子を写真でご紹

介します。 

会場／道の駅石神の丘 道路情報休憩施設 

料金／観覧無料 

期間／6月 1日（水）～19日（日）まで 

時間／8：30～17：00 

主催／岩手町立 石神の丘美術館 

 

《ギャラリートーク》 

６月４日（土） １４：００～（３０分程度） 

展覧会や作品について学芸員がお話し

ます。予約不要・聴講無料（ただし観覧

券が必要です） 

和田英作 《静物（果物）》 １９２０年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清水登之 《廬山（一文字山）》 １９３９年 

 

 

屋外展示場散策 

おすすめの草花 

さわやかな風を感じな

がら、屋外展示場を散

策してみませんか。 

清楚で可憐なお花や、

ちょっと変わった植物な

ど、楽しい発見がいくつ

もあるでしょう。 

開花情報はツイッター

でもご紹介しています。 

季節のコース料理 
 

 

 

 

 

 

 

\3,500（税込\3,780） 

食前酒ｏｒソフトドリンク＊生ハムと白身魚のサラ

ダ仕立て～シーザーソース添え＊岩手めんこい

黒牛と原木椎茸フィットチーネのボロネーゼ＊

グリーンピースのビシソワーズ*サーモンのピカ

タとサフランのリゾットコロッケ～ソースアメリケ

ーヌ*やまと豚のスパイスソテー～バルサミコソ

ース＊パンｏｒライス＊ホワイトチョコと豆乳のガト

ー・ショコラ カシスシャーベット フルーツ盛合せ

＊コーヒーor紅茶各種 

【次回の企画展】 

North Wind Project 1 

小林志保子 杉本さやか たんのそのこ 

会 期：６月１８日（土）～７月２４日（日） 

２００６年から２０１５年の間５回にわたりシリーズ展として開催してきた「石神の丘アートウォーク」

の後継事業として、岩手にゆかりある若い世代の美術家を紹介する新しいシリーズ企画

「North Wind project (ノース ウィンド プロジェクト／北の地石神の丘から新しい風をおこす

展覧会)」を開催します。第一回では、平面作品を中心に制作をする３名の女性：小林志保子

（雫石町在住）、杉本さやか（盛岡市在住）、たんのそのこ（盛岡市在住）の作品を紹介します。 

 

ヒメサユリ 

 

 

 

 

ベニバナイチヤクソウ 

ブルーベリー（花） 


